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平成6 年の病害虫の発生 と 防除

I 夏作期間の気象経過の概要と農作物被害

本年の春 は ほ ぽ全国的 に ， 高温 ・ 少雨 ・ 多照 の状況で

推移 し た 。

梅雨入 り は全 国 的 に ほぼ平年並みだ っ た が， 梅雨明 け

は沖縄 を 除 い て 平年 よ り 1� 2週間早 く ， 梅雨前線の活動

も 不活発で あ っ た た め， 梅雨期間の降水量 は沖縄 と 九州

南部 を 除 い て 平年の ほ ぽ半分程度 な い し は そ れ以下 と な

っ た (表一1 ) 。

梅雨明 け後は， オ ホ ー ツ ク 海高気圧が現れた 6 月 と 寒

冷低気圧 の影響 を 受 け た 8 月 20 日 前後の一時期 を 除 い

て は晴れて暑い 日 が続 き ， こ の た め 夏 (6 月 � 8 月 ) の気

温 は 南西諸島 を 除 い て 全 国的 に l OC以上高 く ， 特 に 東北

南部か ら 関東 甲信， 東海 に か け て の 内 陸部や大阪か ら 瀬

戸 内 で は 20C以上高か っ た 。 ま た ， 降水量 は ほぼ全国的 に

平年 を 大 き く 下回 り ， 特 に 関 東 甲信， 東海の一部， 北陸

か ら 近畿， 瀬戸 内， 中国， 九州、|北部 で は 40%以下であ っ

た 。 日 照時間 は ほぼ全 国 的 に 平年 を 上 回 り ， 東北 の太平

洋側か ら 九州、|に か け て の大部分の地域 で は 120%以上 で

農林水産省農蚕園芸局植物防疫課

あ っ た 。

こ の顕著な高温 ・ 少雨 ・ 多 照 の た め， 各地の気象宮署

で観測開始以来の記録 を更新 し て い る 。

9 月 も 全国 的 な高温傾向 は継続 し た 。 ま た ， 22 日 � 24

日 に か け て の宮城県 を 中心 と し た 大雨， 29� 30 日 に か け

て の 台風 26 号 の 影響 に よ り 四国以東 で は か な り の 降水

があ っ た が， 月 全体の 降水量で は 西 日 本で は 日 本海側 を

除 い て 平年 よ り 少な い。 こ の た め ， 台風 26 号 に よ り 数十

ミ リ の雨量 し か な か っ た 九州北部で は 依然渇水の状況が

継続 し て い る 。 日 照時間 は ， 北海道， 東北北部 を 除 い て

は全般 に 平年 を 上 回 っ て い る 。

台風の発生 は春 (3 月 � 5 月 ) は平年並みで あ っ た が，

夏 (6 月 � 8 月 ) の 発生数 は 18 個 (平年 1 1 . 6 個) と 統計

が整備 さ れた 昭和 26 年以降 で は 最 も 多 い 。 日 本 へ は 7 月

に発生 し た 7 号が高知県 に ， 1 1 号が青森県 に そ れぞ れ上

陸 し， 7 号 は四国や九州な ど に ま と ま っ た 雨 を も た ら し

た。 9 月 は 8 個 の 台風が発生 し (平年は 5 . 2 個) ， こ のう

ち ， 大型の 26 号 は紀伊半島 に 上陸 し ， 東海地方 を 中心 に

水稲の倒伏等の 被害 を も た ら し た 。

表 - 1 1994年梅雨の状況

梅 雨 入 り 梅 雨 明 け 梅雨期間 降 雨 量(mm)
地 域

平 年 本 年 差 (昨 年) 平 年 本 年 差 (昨 年) 本 年 平 年 本年 平年比

沖 縄 5月11日 5月 3日 8日早 5月 3日 6月23日 6月23日 土0 6月25日 51日 487.2 515.0 106% 

奄 美 5月11日 5月21日 10日遅 5月 1日 6月28日 6月23日 5日早 6月25日 33日 687.7 422.5 61% 

九州南部 6月 2日 5月25日 8日早 5月17日 7月13日 7月 1日 12日早 37日 637.1 497.5 78% 

九州北部 6月 8日 6月7日 1日早 5月29日 7月18日 7月1日 17日早 24日 45l.3 150.5 33% 

四 国 6月 6日 6月 7日 1日遅 5月29日 7月16日 7月 2日 14日早 25日 268.6 88.5 33% 

中 国 6月 8日 6月 8日 :to 5月30日 7月19日 7月 9日 10日早 31日 ※486.6 127.5 26% 

近 畿 6月 8日 6月8日 :to 5月30日 7月19日 7月10日 9日早 32日 335.8 130.0 39% 

東 海 6月 9日 6月 7日 2日早 5月30日 7月18日 7月11日 7日早 34日 361.1 16l.5 45% 

関東甲信 6月 9日 6月 7日 2日早 5月30日 7月20日 7月12日 8日早 35日 267.5 145.5 54% 

�t 陸 6月12日 6月 8日 4日早 6月 2日 7月22日 7月13日 9日早 35日 268.6 125.0 47% 

東北南部 6月12日 6月19日 7日遅 6丹3日 7月23日 7月12日 11日早 23日 244.2 114.5 47% 

東北北部 6月14日 6月19日 5日遅 6月 3日 7月26日 7月13日 13日早 24日 159.5 94.5 59% 

※降水量の記録は， 那覇， 名瀬， 鹿児島， 福岡， 高松， 広島， 大阪， 名古屋， 東京， 新潟， 仙台， 青森の値

※梅雨入り・明けの平年並の範閤:梅雨入りは平年日土2日以内(東北と北陸では:t3日以内)， 梅雨明けは平年日:t3日以内

これより早い， あるいは遅い場合を「早い」あるいは「遅い」と表現する.

※広島の平年値は旧観測地点での値であり， 降水量平年比は参考である.

※ は梅雨明けが決まらなかったことを示す.
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病害虫別発生・防除状況 (平成6年10月1日現在)
(単位:千ha， %) 

病害虫名 概 評
発生面積 延べ防除面積

備 考
(前年比) (前年比)

( イ ネ )
葉い も ち 東北 を 除 き やや多~多 752 ( 78) 1 ， 947 ( 82) 種子汚染率高 い春期高温

穂い も ち 少 369 ( 41 )  2 ， 618 ( 71 )  葉 い も ち 防除の徹底， 高温 ・ 少雨

紋枯病 関東， 近畿及ぴ中国四国の一部でやや多 893 ( 1 10) 1 ， 563 ( 95) 夏期高温， 但し少雨は抑制効果

白菜枯病 少 15 ( 19)  25 ( 83) 少雨

縞薬枯病 平年並以下 59 ( 69) 

ばか苗病 平年並以下 42 ( 100) 1 ， 505 ( 85) 

もみ枯細菌病 東北， 関東， 北陸， 東海及び近畿の一部でやや多 80 (266) 178 (254) 高混

稲こう じ病 平年並~少 126 ( 65) 38 ( 100) 高温 ・ 少雨

ニ カ メ イ ガ 一部地域でやや多~多， 特に関東北部で多 298 ( 90) 876 (101 )  越冬密度高い， 稲わ ら の再利用

セ ジ ロ ウンカ 東北の一部でやや多， 西 日 本 は少 716 ( 66) 1 ， 299 ( 78) 梅雨前線不活発で飛来量少

トピイ ロ ウ ン カ 少 91 ( 30) l ， 082 ( 82) M 

ヒ メ トピ ウンカ 一部でやや多の他は平年並 786 ( 1 14) 1 ， 361 ( 98) 

ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ 東北， 関東， 北陸及び中 国四国の一部でやや多~多 880 ( 1 12) 1 ， 187 ( 92) 越冬密度高い

イ ネ ド ロ オ イ ム シ 九州 を 除く地域の一部で多~多 407 ( 107) 826 (108) 昨年多発の影響

斑点米カ メ ム シ類 やや多~多 378 ( 147) 1 ， 497 ( 1 15 )  高温 ・ 少雨

コ プ ノ メ イ ガ 九州の一部等でやや多~多 345 ( 58) 633 ( 86) 飛来量は少なかった が増殖率高い

イ ネ ミ ズゾ ウ ム シ 一部地域でやや多~多の他は平均並 1 ， 193 ( 104) 1 ， 153 ( 107) 越冬量多く早期か ら 活動

( ム ギ類)
さ ぴ病類 西 日 本の一部でやや少の他は平年並 36 ( 90) 48 ( 76) 

うどんこ病 平年並~少， 北海道ではやや多 94 ( 99) 195 ( 95) 

赤かぴ病 少 70 ( 93) 194 ( 92) 少雨

雪腐病 少 43 ( 91 )  78 ( 92)  暖冬少雪

雲形病 北陸の一部でやや多の他は平年並以下 0 . 6 (  15) 0.2 ( 7) 

( ジ ャ ガ イ モ)
疫病 一部地域でやや多の他 は少 1 9 (  2) 366 ( 86) 

( ダイ ズ)
紫斑病 平年並以下 3 (  43) 20 ( 47) 

ハスモ ンヨト ウ 関東以西の地域で多 21 ( 62) 36 ( 1 16) 高温， 少雨

ノ、ダニ類 一部地域でやや多 8 ( 1 14) 2( 40) 高温乾燥

アプラム シ類 東北 ・ 北 陸 を 中心に一部でやや多 24 ( 80) 35 ( 88) H 

( カ ンキ ツ 類)
そうか病 一部でやや多の他は平年並以下 15 ( 65) 90 ( 96) 

黒点病 H 54 ( 58) 281 ( 75) 

か い よ う病 一部でやや多~多の他は平年並以下 18 ( 72) 69 ( 79) 

ヤ ノ ネ カ イ ガラム シ 平年並以下 7 ( 100) 94 ( 93) 

ミ カ ンハダニ 西 日 本でやや多 72 ( 1 1 1 )  268 ( 96) 高温乾燥

( リ ンゴ)
腐 ら ん病 平年並~やや少 8 (  88) 72 ( 99) 

モニ リ ア 病 平年並~少 2 (  4) 60 ( 83) 

斑点落葉病 一部でやや多の他は平年並~やや少 19 ( 79) 369 ( 90) 

黒星病 やや少~少 5 (  17)  309 ( 88) 

ハマキ ム シ類 一部でやや多の他は平年並以下 4 (100) 218 ( 99) 

ハダニ類 やや多~多 23 (209) 154 (124)  高温乾燥

( ナ シ)
黒斑病 関東， 北陸， 近畿及び中国の一部でやや多~多 4 (  80) 88 ( 129) 

黒星病 一部地域 を 除いて平年並以下 3 (  75) 145 ( 94) 

ナ シ ヒ メ シン ク イ 一部地域でやや多~多 1 ( 100) 50 ( 106) 

ハダニ類 やや多~多 11 ( 183) 51 ( 106) 高温乾燥

アプラム シ類 やや多 9 ( 1 13) 53 ( 100) 11 

(モモ)
せん孔細菌病 東北及び中 国の一部でやや多の他は平年並以下 2 (  67) 24 ( 92) 
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平成 6 年の病害虫の発生 と防除

概 評
発生面積 延べ防除面積

備
(前年比) (前年比)

灰星病 やや少~少 l( 50) 43 ( 90) 

(プ ド ウ )
晩腐病 やや少~少 l( 33) 63 (103) 

べと病 やや少~少 3 (  38) 64 ( 79 ) 

灰色かぴ病 やや少~少 l( 33) 3 1 ( 89 ) 

(カ キ )
うどんこ病 近畿及び中国 の一部でやや多の他は平年並~やや 8 (  73) 50 ( 83) 

少
落葉病類 関東， 北陸及び中国の一部でやや多の他は平年並 3 (  50) 48 (  86) 

~やや少
カ キクダア ザミ ウ マ 東北， 関東及ぴ北陸でやや多， それ以外は平年並 6 (120) 23 ( 1 10 )  

以下
(果樹共通)
カ メ ム シ類1) ナ シ及 びカ キでは関東以西の一部でやや多~多 14 (280) 84 ( 1 18)  

(チ ャ )
炭 そ 病 中 国及び九州の一部で多， それ以外はやや少 25 ( 76) 103 ( 82) 

チャノコカクモンハマキ 一部地域でやや多の他 は平年並以下 1 1 ( 50) 76 (107) 

カ ンザワハダニ やや多~多 35 (130 ) 134 (128) 高温乾燥

(キ ュ ウ リ )
ベと病 一部地域でやや多の 他 は平年並以下 8 (  89) 60 ( 94) 

うどんこ病 平年並~やや多で， 夏秋キ ュ ウ リ は平年並~多 9 (  78) 51 ( 1 1 1 )  

(ス イ カ )
つる 枯病 平年並以下 5 ( 125) 48 (  89) 

(ハクサイ )
軟腐病 平年並。秋冬ハクサ イ は九州でやや多~多 4 ( 133 ) 29 (104) 

白斑病 平年並以下 4 ( 100) 33 (100) 

(キ ャ ベ ツ )
黒腐病 平年並~少 8 (  89) 39 ( 103) 

コ ナ ガ 北， 東 日 本でやや多~多。 西 日 本では平年並。 20 ( 1 18) 88 ( 128) 

(タマ ネ ギ)
べと病 平年並以下 3 ( 100) 29 ( 97) 

(野菜共通)
疫病2) 一部 を 除いて平年並以下 4( 44) 83 ( 84) 

灰色かぴ病') 一部 を 除いて平年並以下 8 (  89 ) 87 ( 87) 

ア プ ラ ム シ類例 やや多 72 (106) 387 ( 108) 高 温乾燥

ハ ダニ類5) やや多~多 27 (129) 104 ( 109) H 

ハ ス モンヨ ト ウ的 多 12 (200) 51 (232) 高温少雨

ヨ ト ウ ガ7) やや多~多 1 4 (100) 1 1 2 ( 1 1 1 )  H 

1) : カ ンキ ツ ， ナ シ， カ キ
2) : ト マ ト ， ピーマン， キ ュ ウ リ ， ス イ カ ， タマ ネ ギ
3) : ト マ ト ， レタス ， イ チゴ
“ : ト マ ト ， ナ ス ， ピ ー マ ン， キ ュ ウ リ ， ス イ カ ， ダイ コ ン， ハクサ イ ， ネ ギ， レタス ， ホ ウ レンソ ウ ， サ ト イ モ， イ チゴ
5) :ナ ス ， ス イ カ ， サ ト イ モ， イ チゴ

的 :ナ ス ， レタス ， サ ト イ モ， イ チゴ
η :ハクサ イ ， キ ャ ベ ツ ， ニン ジン， ホ ウ レンソウ
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主 な 農作物被害 は ， 4 月 18 日 の 降霜， 春以 降 の 干 ば

つ ， 9 月 中句 か ら 下旬 に か け て の 秋雨前線停滞 に伴う長

雨， 集 中豪雨及び台風第 26 号等 に よ る 被害が発生 し た 。

10 月 15 日 現在 の 水稲の作柄 は ， 北陸が 104 の 「 や や

良jの 他 は ， 北海道 108， 東北 107， 関東 ・ 東山 1 1 1 ， 東

海 109， 近畿 1 10， 中 国 1 1 1， 四国 1 12， 九州 1 14 で各地

と も 「良jで あ る 。 全国平均では作況指数 109 の 「良」

で あ り ， 10a 当 た り 収量 は 543 kg が見込 ま れ る 。

E 病害虫の発生の概要

1 発生の概要

水稲の い も ち 病 は， 昨 年の全国的な大発生 に よ り 種子

がい も ち 病菌 に 高率 に 汚染 さ れて い る も の が用 い ら れ る

ケ ー ス が多 か っ た こ と ， 春先か ら 高温傾向 で あ っ た こ と

な ど か ら ， い も ち 病の初発生が早 く ， か つ 広域 に わ た っ

た 。 都道府県 か ら は ご く 早期 か ら 種子消毒 や育苗箱施

薬， 本 田初期防除の徹底 を 呼 びか け る 注意報が発令 さ れ

近年例 を 見 な い警戒ぶ り で， 葉 い も ち に対す る 初期防除

が積極的 に 実施 さ れ， か つ ， 空梅雨で降雨が少な く 梅雨

明 け後 も 猛暑 ・ 干 ば つ で あ っ た こ と も 幸い し て ， い も ち

病の伸展 は停滞 し た 。 結果 と し て 葉 い も ち の発生 は一部

を 除 き 全 国 的 に 「 や や 多j か ら 「 多 」 の 発生 と な っ た

が， 穂 い も ち は 「平年並み」 以下の発生に と ど ま っ た 。

紋枯病 は ， 近畿及 び中 国四国の一部で 「や や多」 と な っ

た も の の ， そ の 他 の 地域 で は 「平年並 み J 以下 で あ っ

た 。 昨 年広 い地域で多発 し た 稲 こ う じ病や， 白菜枯病 は

高温 ・ 乾燥 に よ り 少発生で あ っ た 。

セ ジ ロ ウ ン カ 及 び ト ビ イ ロ ウ ン カ は飛来が大変少なか

っ た た め ， 増殖に は好適 な 夏期高温 と な っ た が， ご く 限

ら れた 地域 で発生 し た 他 は 「少J 発生であ っ た 。 ニ カ メ

イ ガ の発生が近年一部地域で増加傾向 に あ る が， 広い地

域で 「 や や 多 」 か ら 「多J の発生 と な っ た 。 コ プ ノ メ イ

ガ は飛来 そ の も の は 多 く は な か っ た が， 定着後の増殖が

多 く 九州の一部で 「多 」 の 発生 と な っ た。 ツ マ グ ロ ヨ コ

バ イ が東北 ， 関 東北部， 北 陸 の 一部 で 「 や や 多 J か ら

「多」 の発生， イ ネ ド ロ オ イ ム シ が四国， 九州、| を 除 く 地域

で「や や 多」の発生， 斑点米カメム シ類及びイ チモンジ

セ セ リ が 「 や や 多 」 か ら 「多」 の発生であ っ た 。

水稲以外の作物で は ， さ つ ま い も ， 大豆の ハ ス モンヨ

ト ウ ， 大豆の カ メ ム シ類の発生が 「 や や 多 J か ら 「多J

であ っ た 。 高温乾燥 に よ り 果樹類全般及び茶の ハ ダニ類

の発生が 「 や や 多 」 か ら 「多」 の 発生 と な っ た 。 ま た ，

か ん き つ の ミ カ ン サ ビ ダニ ， り ん ご， な し ， うめ等の ア

ブ ラ ム シ類 も 「 や や 多jの発生 と な っ た 。 野菜で も ， 高

温乾燥 に よ り ハ ダニ類及びア ブ ラ ム シ類の発生が各地で

多発傾向であ っ た 。 夏秋野菜 に お け る ハ ス モ ンヨ ト ウ ，

タ バ コ ガ， ヨ ト ウ ガ， シ ロ イ チ モ ジヨ ト ウ の 発生が近年

に な く 「多j と な っ た 。 ア ブ ラ ナ 科野菜の コ ナ ガ は ， 北

日 本 を 中心 に 「 や や 多 」 か ら 「多jの発生 で あ っ た 。 近

年西 日 本 を 中心 に 多発 し て い る い ち ご のう ど ん こ 病が北

陸 を 除 く 全国各地で 「 や や 多jか ら 「多」の発生であ っ

た 。

2 気象との関係

昨 年の冷夏多雨 と 今年の猛暑少雨 は ， 病害虫 の 発生に

少 な か ら ず影響 を 及ぼ し て い る と 思わ れ る 。

イ ネ い も ち 病 は昨 年多発 し ， 伝染源の 多 さ と 春先の高

温に よ り 葉 い も ち が多発 し た が， 梅雨明 け後の高温 ・ 乾

燥に よ り 停滞 し た 。 し か し ， 山口 県及 び九州の 一部 で は

同様の気象経過 に 関わ ら ず葉 い も ち が伸展 し た と の報告

があ る 。 こ の よ うな ケ ー ス は 中 山 間地や 山 際の ほ場で多

く 見 ら れ， 昼夜温較差 に よ る 結露時間 の 延 びが主な原因

と 考 え ら れ る 。 イ ネ 紋枯病 は ， 昨 年少発生で伝染源が少

な か っ た こ と ， 高温で は あ っ た が干害 と な る ほ ど降水量

が少な か っ た こ と ， な どか ら 一部地域 を 除 い て は 多 発 と

は な ら な か っ た 。

梅雨前線付近 に 卓越す る 下層 ジ ェ ッ ト 気流 に よ り 長距

離移動 す る ウ ン カ 類や コ プ ノ メ イ ガ な ど の 飛来性害虫

は， 梅雨前線の 活動が不活発で早 い 時期か ら 北 に 押 し上

げ ら れた こ と な ど か ら ， 飛来 そ の も の が大変少な い結果

と な っ た 。

果樹や野菜 の ハ タ 'ニ類が多発 し た 。 昨 年の冷夏 は 天敵

類 に つ い て も 影響 を 及 ぽ し て い た と 思わ れ， 高温乾燥傾

向 の 今年 は早期か ら ハ ダニ類の増殖が著 し か っ た 。 作物

に よ っ て は ， 盛夏期の高温に よ り 一時発生密度 は減少 し

た が， 晩夏か ら は再び増加 に転 じ ， 一年 を 通 し て の 多 発

と な っ た 。

果樹カ メ ム シ類の発生量及 び果樹園での加害 と 主 な餌

と な る 針葉樹の き ゅう果 と の 関係 は 未 だ明 ら か で な い部

分があ る が， 昨 年の気象の影響 に よ り 杉， 檎の き ゅう果

や桜の実 は極端 に 不作で あ っ た 。

ア ブ ラ ナ 科野菜の コ ナ ガ の 多 発 は ， 降雨 に よ る 卵 の死

亡率が今年 は極端 に 少 な か っ たこ と が大 き な原因 と 考 え

ら れ る 。 ま た ， ハ ス モ ンヨ ト ウ 等鱗 し 目 害虫 の 多発 も ，

降雨 に よ る 卵， 幼虫期 の死亡率の低下， 乾燥 に よ る 病原

菌 に よ る 死亡率の低下が重要な原因 と な っ て い る と 考 え

ら れ る 。

皿 病害虫防除事業

1 ウ リミ パヱ

奄美群島 : 前年 に 引 き 続 き 奄美群島全域 に お い て 侵入

一一- 6 一一一



平成 6 年の病害虫 の発生 と 防除 7 

表 - 2 平成6年発生予察情報(警報・注意報・特殊報)の発 表状況

0) 警報 ・ 注意報 (数字 は発表月 日 . ゴ シックは響報 00 月 1 日 現在)

①イ ネ

葉 い 穂、い も ち セ ジ ロ ト ピ イ コ プ ノ そ の他の病害虫
も ち ウ ン カ ロ ウ ン カ メ イ ガ

青 森 8 . 1  
東 岩 手 7 . 6  

宮 城 6 . 13 
秋 田 6 . 28 7 . 1 5 8 . 10 

�t 山 形 6 . 21 
福 島 7 . 1  8 . 1  

茨 城 6 . 24 
関 栃 木 6 . 9  7 . 8  6 . 14- ニ カ メ イ ガ

群 馬 7 . 22 6 . 17- ニ カ メ イ ガ
埼 玉 6 . 17 
千 葉 7 . 8  3 . 3-苗い も ち ， 6 . 6 ー イ ネ ド ロ オ イ ム シ

東 長 野 7 . 13 
静 岡 7 . 8  7 . 8  

�t 新 潟 7. 1 
陸 石 川 7 . 1  

三 重 6 . 23 

近 滋 賀 6 . 29 7 . 18 
大 阪 7 . 13 7 . 13 8 . 30-紋枯病
兵 庫 6 . 29 

畿 奈 良 8 . 1  

中 島 根 6 . 29 7 . 29-斑点米カ メ ム シ類
岡 山 6 . 29 

国 広 島 6 . 30 7 . 27 カ メ ム シ類
山 口 7 . 4  7 . 4， 8 . 3  

四 香 川 6 . 22 8 . 1 1 -紋枯病
愛 媛 8 . 5 

国 高 知 6 . 20 6 . 20 8 . 1 一斑点米カ メ ム シ類

福 岡 6 . 29 8 . 1  
九 佐 賀 6 . 28 6 . 28 4 . 27 一首い も ち

長 崎 7 . 1  8 . 17 7 . 1 1 -紋枯病， 9 . 2-斑点米カ メ ム シ類
熊 本 6 . 30， 8 . 19 
大 分 6 . 29 6 . 29， 8 . 9  4 . 20 ー も み枯細菌病

1ii 宮 崎 6 . 9， 8 . 5 7 . 19 6 .22-斑点米 カ メ ム シ類
鹿児島 7 . 19 7 . 1  

②畑作物 (稲 を 除く) ③果樹 (茶 を含む)

北 海 道 6 . 16-稲科牧草 の ア ワヨ ト ウ 7 . 26 ー リ ン ゴ斑点落葉病

青 森 6 . 29 稲科牧草の ア ワヨ ト ウ 4 . 14 ー リ ン ゴモ リ ニ ア病， 5. 2 5ー リ ン ゴ黒星病
東 岩 手 5. 31- リ ン ゴの ナ ミ ハ ダニ， 6 . 30 ー リ ン ゴ斑点落葉病

秋 田 7 . 1 1 リ ン ゴ斑点落葉病， 8 . 1 1 - リ ン ゴ， ナ シ の カ メ ム シ類
�t 山 形 7 . 26 ー果樹の ナ ミ ハ ダニ

福 島 7 . 19 ー果樹の ナ ミ ハ ダニ

茨 城 6 . 3 -ナ シ の カ メ ム シ類， 7 . 21-果樹の カ メ ム シ類

関 栃 木 7 . 14-ナ シ の カ メ ム シ類
山 梨 6 . 1 ーモ モ の モ モ ハ モ グ リ ガ
長 野 7 . 1 5-果樹の ナ ミ ハ タ .ニ

東 静 岡 9 . 29 ダ イ ズ の ハ ス モ ン ヨ ト 5. 23 カ ン キ ツ の ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ
ウ ， シ ロ イ チモジヨ ト ウ
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東 岐 阜 7 . 27 カ キ の カ メ ム シ類
愛 知 9 . 1 ー ダイ ズ のハスモ ンヨ ト ウ 8 . 2 ー果樹の カ メ ム シ類
三 重 9 . 27 ー ダ イ ズ の ハ ス モ ン ヨ ト 5. 23 ーチ ャ の カ ン ザ ワ ハ ダニ

海 ウ ， シ ロ イ チモ ジヨ ト ウ

滋 賀 7 . 1 5-果樹の カ メ ム シ類
近 京 都 9 . 27 ー ダ イ ズ の ハ ス モ ン ヨ ト 5. 2 5ーナ シ の黒斑病. 8 . 19-果樹の カ メ ム シ類

ウ ， シ ロ イ チモ ジヨ ト ウ
大 阪 7 目28- イ チジクの ア ザ ミ ウ マ 類
兵 庫 9 . 14 ーダイ ズ の ハスモ ンヨ ト ウ

畿 和歌山 8 . 19 カ キ の カ メ ム シ類

鳥 取 5. 13- ナ シ の黒斑病. 7 . 19-ナ シ の ハ ダニ類
8 . 13-ナ シ の カ メ ム シ類

中 島 根 9 . 19 ーダイ ズ のハスモ ンヨ ト ウ 7 . 29 ー果樹のハ ダニ
岡 山 9 . 6 ーダイ ズのハスモ ンヨ ト ウ

国 広 島 5. 12- ナ シのハ ダニ類
山 口 8 . 31 -ダイ ズ のハスモ ンヨ ト ウ 5. 19-ナ シ の黒斑病

四 香 川 8 . 4 ー果樹の カ メ ム シ類
愛 媛 7 . 7 ーカ ン キ ツ の ミ カ ンハ ダニ

国 高 知 8 . 26 ー飼料作物， ダイ ズ のハスモ
ンヨ ト ウ

福 岡 9 . 5ダイ ズ のハスモ ンヨ ト ウ 7 . 13- カ キ の カ メ ム シ類

九 佐 賀 9.8 - ダイズのハスモンヨトウ

長 崎 4 . 22 パレイショ疫病 6 . 1-チ ャ の カ ン ザ ワ ハ ダニ . 9 . 2- カ ン キ ツ の ミ カ ンハ ダニ
9 . 2 ーダイ ズのハスモ ンヨ ト ウ

熊 本 4 . 4 イ グサ の イ グ サ シ ン ム シ ガ 4 . 27 ーチ ャ の ハマ キ ム シ類. 6 . 30 “ナ シ黒星病
8. 23 ダイ ズ のハスモ ンヨ ト ウ

宮 崎 7. 29 ーダイ ズ のハスモ ンヨ ト ウ 7 . 26 チ ャ のチ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ， チ ャ ノ ミ ド リ ヒ メ ヨコバイ
8.25 - 畑作物のハスモンヨトウ 4 . 26-チ ャ 炭 そ 病. 5. 2 5ーカ ン キ ツ そうか病

外| 鹿児島 3. 4 パ レ イ シ ョ 疫病 5. 20-チ ャ の カ ン ザ ワ ハ ダニ， チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ，
6 . 23- カ ン キ ツ か い よ う病. 7 . 4 -果樹の カ メ ム シ類

④野 菜 (花 き 類 を含む)

北 海 道 6 . 16 - ア プ ラ ナ科野菜のコ ナ ガ

東 青 森 6 . 10- ア ブ ラ ナ科野菜のコナ ガ
�t 岩 手 7 . 29 ー キ ャ ベ ツ のコナ ガ

関 栃 木 8 . 2 5ー イ チ ゴ の炭 そ 病
千 葉 9 . 14 ネ ギの シ ロ イ チモ ジヨ ト ウ
神奈川 3 . 17 キ ャ ベ ツ 灰色かび病. 6 . 30 ナスの ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ

東 静 岡 5. 23 一花 き の ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウマ. 9 . 29 一野 菜のハスモ ンヨ ト ウ ， シ ロ イ チモ ジヨ ト ウ

�t 新 潟 9 . 14 ネ ギ軟腐病
陸 富 山 9 . 13 -野 菜のハスモ ンヨ ト ウ ， シ ロ イ チモ ジヨ ト ウ

東 岐 阜 9 . 29 一野 菜のハスモ ンヨ ト ウ ， シ ロ イ チモ ジヨ ト ウ
愛 知 9 . 1キ ャ ベ ツ のハスモ ンヨ ト ウ

海 三 重 9 . 27 一野 菜のハスモ ンヨ ト ウ ， シ ロ イ チモ ジヨ ト ウ

近 京 都 9 . 27 一野菜の ハスモ ンヨ ト ウ ， シ ロ イ チモ ジヨ ト ウ
大 阪 3 . 28 ー タ マ ネ ギベ と 病， 白色疫病. 4 . 19-施設 プド ウベ と 病

畿 兵 庫 3 . 16 タ マ ネ ギベ と 病， 灰色腐敗病. 9 . 14 キ ャベ ツ のハスモ ンヨ ト ウ

鳥 取 2 . 14- ナス黒斑病
中
国

島 根 9 . 19 ア プ ラ ナ科野菜のハスモ ンヨ ト ウ

四 岡 山 9 . 6- アブ ラ ナ 科野菜のハ イ マ ダ ラ ノメイ ガ ( ダイ コ ン シ ンタイ ム シ )
国 広 島 9 . 8 野菜のハスモ ンヨ ト ウ ， シ ロ イ チモ ジヨ ト ウ

山 口 1 . 14 イ チゴのハ ダニ類. 3 . 17 タ マ ネギベ と 病. 8 . 31-野菜の ハスモ ンヨ ト ウ
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中 |香 川17 . 7 イ チ ゴうどんこ病
国 | 愛 媛16 . 20 ーイ チ ゴうどんこ病， 9 . 9 一野 菜のハス モ ンヨ ト ウ

国 | 高 知18 . 26 ー露地野菜のハス モ ンヨ ト ウ

l福 岡12 . 24 ナ ス す す かび病， 6 . 13 イ チ ゴうどんこ病， 9 . 5 野 菜， 花 き ， ダイ ズ の ハ ス モ ンヨ ト ウ
九|佐 賀 1 1 . 13 ナ ス す す か び病， 2 . 14 タ マ ネ ギポ ト リチ ス 葉枯病， 8 . 31 野 菜， 花 き のハ ス モ ンヨ ト ウ

長 崎I 6 . 1 イ チ ゴうどんこ病， 9 . 2 ダイ ズ のハス モ ンヨ ト ウ

熊 本19 . 2 一野 菜のハ ス モ ンヨ ト ウ ， シ ロ イ チ モ ジヨ ト ウ
州|宮 崎 1 2 . 28-花 き の マメハモグリパエ， ピ ー マ ン斑点病， うどんこ病， 7 . 29 一野 菜の ハ ス モ ンヨ ト ウ

鹿児島 I 7 . 5- イ チ ゴうどんこ病， 9 . 16 サ ト イ モ のハ ス モ ンヨ ト ウ

(2)特殊報 (数字は発表月 日 )

① 普通作 ② 果 樹

東 岩 手 4 . 26 カ キ の カ キ ク ダ ア ザミ ウ マ初確認
北 宮 城 3 . 15 ー イ ネ か さ 枯病初確認 3 . 15 リ ン ゴ のリ ン ゴ ク ピ レ ア プ ラ ム シ初確認

関 群 馬 10 . 17 ウ ド の ウ ド 萎縮病初確認
神奈川 9 . 29 ウメの ヤ マ シ ロ ヒ メヨ コ バイ 初確認

東 山 梨 2 . 17 果樹のミカ ン キ イ ロ ア ザミ ウ マ初確認

新 潟 7 . 1 ーモ モ枝折病初確認

兵 庫 7 . 15- イ ネ の ト ピ イ ロ ウ ン カ 多飛来

九 佐 賀 6 . 10- カ ン キ ツ の ワ タ ミ ヒ ゲ ナ ガ ゾ ウ ム シ初確認
10 . 28 カ ン キ ツ のミカ ン キ イ ロ ア ザミ ウ マ 初確認

lji 鹿児島 1 . 7 ーカ ン キ ツ のリ ュ ウ キ ュ ウ ミ カ ンサ ビ ダニ初確認

③野菜 ④花 き 類

青 森 4. 26 ーキ ク の キ ク モ ンサ ピ ダニ初確認

東 宮 城 3 . 15 一野菜のミナミキ イ ロ ア ザミ ウ マ初確認 3. 15-花きのミ ナミキイロアザミウマ初確認
5 . 26- キ ュ ウ リのミカ ン キ イ ロ ア ザミ ウ マ初確認
10 . 6 ト マ ト のマメハモグリパエ初確認 10. 6 ーキ ク の マメハ モグリパエ初確認

秋 田 4 . 1 ーネ ギ斑点細菌病初確認
山 形 8 . 12 ー園芸作物のミ カ ン キ イ ロ ア ザミ ウ マ初確認 8. 12 田園芸作物全般の ミ カ ン キ イ ロ ア ザ

ミ ウ マ初確認
北 福 島 7 . 7 一野 菜のマメハモグリパエ初確認 7. 1ーキクのミカンキイロアザミウマ初確認

7. 7 一花 き の マ メハモグリパエ初確認

群 馬 6 . 24 ナ ス の マ メ ハモグリパエ初確認 10 . 7 ー コ ス モ ス の ウ ド 萎縮病初確認

関 10 . 17 レ タ ス の ウ ド萎縮病初確認
埼 玉 10 . 7 ト マ ト の ト マ ト サ ビダニ初確認
神奈川 9 . 28 ー ネ ギ の イ ロ イ チ モ ジヨ ト ウ幼虫被害初確認

東 山 梨 2 . 17 野菜のミカ ン キ イ ロ ア ザミ ウ マ初確認 2 . 17一花きのミカンキイロアザミウマ初確認
長 野 3.29キュウリのカボチャ台キュウリ立枯病初確認 5.2ートルコキキョウのミカンキイロアザミウマ初確認

三 重 10.18ガーベラのミカンキイロアザミウマ初確認

近 大 阪 8 . 11ーキクのミカンキイロアザミウマ初確認
奈 良 1 . 25 ネ ギ の シ ロ イ チ モ ジヨ ト ウ幼虫被害初確認 1 . 25 ス タ ー チ ス の シ ロ イ チ モ ジヨ ト ウ

10 . 5 ナ ス の マ メ ハモグリパエ初確認 幼虫被害初確認. 4 . 1 パラ のミ カ ン キ イ
畿 ロ ア ザミ ウ マ初確認

中
国

島 根 8 . 31 ト マ ト の ト マ ト サ ピ ダニ初確認
9 . 19 ーネ ギ の シ ロ イ チ モ ジヨ ト ウ 初確認

四 岡 山 1 0 . 12 ピ ー マ ンうどんこ病初確認，
国 10 . 21 ト マ ト の ト マ ト サ ビ ダニ初確認

福 岡 4 . 6 -イ チ ゴのミカ ン キ イ ロ ア ザミ ウ マ初確認

九州 佐 賀 10 . 28 イ チ ゴ のミ カ ン キ イ ロ ア ザミ ウ マ初確認 10.28パラのミカンキイロアザミウマ初確認

宮 崎 6.23ーガーベラのミカンキイロアザミウマ初確認

鹿児島 1.7サツマイモのハイイロサビヒョウタンゾウムシ初確認
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警戒調査 を 実施 し た 。

沖縄県 : 前年 に 引 き 続 き 沖縄群島， 宮古群島及び八重

山群島 に お い て 侵入警戒調査及 び不妊虫放飼 に よ る 再侵

入防止防除 を 実施 し た 。

2 ミ カ ン コミ パヱ

沖縄県 : 前年 に 引 き 続 き 侵入警戒調査 を 実施す る と と

も に ， 八重山群島 に お い て誘殺剤散布 に よ る 再侵入防止

防除 を 実施 し た 。

小笠原諸島 : 前年 に 引 き 続 き 侵入警戒調 査 を 実施 し

た 。

3 ア フリ カ マ イ マ イ

奄美， 沖縄及び小笠原諸島 の被害の 著 し い野菜園場な

ど に お い て ， マ イ マ イ 駆除剤散布 に よ る 被害軽減防除 を

実施 し た 。

4 ア リモ ドキゾウ ムシ

平成 2 年 に 発生が確認 さ れた鹿児島県西之表市及 び平

成 6 年 9 月 に 新た に 発生が確認 さ れた岡県揖宿郡山川町

に お け る ア リ モ ド キ ゾ ウ ム シ に つ い て は， 緊急防除の省

令 に よ り ア リ モ ド キ ゾ ウ ム シ の寄主植物 な どの移動 を禁

止す る と と も に ， 発生地域 に お い て誘殺剤の散布， 野生

寄主植物の 除去 な ど を 実施 し た 。

ま た ， 奄美群島 に お い て ア リ モ ド キ ゾ ウ ム シ を ， 沖縄

県 に お い て イ モ ゾ ウ ム シ 及びアりモ ド キ ゾ ウ ム シ を対象

に し て ， 誘殺剤 の散布 と 不妊虫放飼 を組み合わせ た 実験

的 な根絶防除 を 実施 し た 。

5 天敵増殖配布

果樹の重要害虫 であ る イ セ リ ア カ イ ガ ラ ム シ， ル ビー

ロ ウ ム シ， ミ カ ン ト ゲコ ナ ジ ラ ミ の そ れぞれの天敵であ

る ベ ダ リ ア テ ン ト ウ ム シ ， ル ビー ア カ ヤ ド リ コパチ ， シ

ルベス ト リ コパ リ の増殖配布 を 前年 に 引 き 続 き 静岡， 岡

山， 長崎の各県でそ れぞれ実施 し た 。

W 農林水産航空事業

本年度 の 農林水産航空事業 の 農業関係実施面積 は ，

4 ， 545 千 ha ( 対 前 年 度 比 80 . 3% ) で ， 前 年 度 に 比 べ

1 ， 115 千 ha の減少 と な っ た 。

本事業の基幹で あ る 水稲部門 は ， 昨 年の東北地方での

い も ち 病の 緊急追加防除 (152 千 ha) の 関係、 も あ り ， 本

年度 の 防除実施面積 は 1 ， 395 千 ha， 前年度比 87% と な

っ た 。 農薬 の 剤 型 別 散 布 面 積 の 構成 比 は ， 液 剤 散布

平成5農薬年度農薬出荷状況(推定)

(単位: t， k l， 百万円， %) 

5 年度出荷 平成 6 年度 (推定)
用 途

( 実績) 出 荷 対前年比

殺虫剤 数量 155，793 153，000 98 . 0 
金額 140，828 143，000 101 . 5 

殺菌剤 数量 112，762 110，000 97 . 4 
金額 105，870 108，000 101 . 6 

殺虫殺菌剤 数量 56，706 54，000 95 . 1 
金額 27，585 29，000 106 . 4 

除草剤 数量 133，388 130，000 97 . 5 
金額 128，166 134，000 104 . 3 

そ の他 数量 25，224 25，000 100 . 3 
金額 13，116 13，000 101 . 4 

合 計 数量 483，873 471，000 97 . 4 
金額 415，565 427，000 102 . 8 

44 . 6%， 液剤少量散布 1 1 . 9% ， 微量散布 40 . 5% ， 微粒剤

散布 0 . 8%， 粒剤散布 2 . 3% で あ っ た 。

果樹部門で は ， リ ン ゴ の 野 そ 駆除， ク リ の害虫防除 な

ど 5 . 2 千 ha ( 同 96%) で あ っ た 。

畑作部門で は ， ダイ ズ， ム ギ， サ ト ウ キ ピ等の害虫防

除 な ど 21 . 2 千 ha ( 同 86%) で あ っ た 。

畜産部門で は ， 牧野の施肥 な ど 3 . 1 千 ha ( 同 98%) で

あ っ た 。

ミ パ エ 部 門 は ミ パ エ 類 の 侵 入 防 止 防 除 が 行 わ れ ，

3 ， 121 千 ha ( 同 78% ) で あ っ た 。

平成 3 年度 の水稲の病害虫防除 に お い て 実用化 さ れた

無人ヘ リ コ プ タ ー は ， 本年度水稲 71 . 1 千 ha， コ ム ギ及 び

ダイ ズ 等 0 . 2 千 ha， 計 71. 3 千 ha の 防除実績 と な り ， 昨

年の 2 倍 の 実績 と な っ た 。

V 農薬の出荷状況

平成 6 農薬年度 (平成 5 年 10 月 ~平成 6 年 9 月 ) に お

け る 農薬 の 出 荷 は ， 前 年 度 に 比 べ数量 で は 2 . 6% 減 の

471 千 t ・ kl， 金額では 2 . 8%増の 4 ， 270億円程度 と 推定

さ れ る 。

水稲用農薬 の 出荷量 は ， い も ち 病の 多 発 し た昨 年 に 比

べや や減少 し た が， 果樹， 野菜等他の分野で は ほぼ昨 年

並み と な っ た 。
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